
令和７年度 第 1回 四国地方整備局事業評価監視委員会 議事要旨 

 
1. 日時：令和７年８月４日(月) １０:００～11：00（WEB形式） 

2. 出席者 

委員：上田委員長、土居委員、森岡委員、山中委員 

   四国地整：局長、次長、次長兼総務部長、企画部長、河川部長、 

道路部長、港湾空港部長、営繕部長 他 

 

 

 
■四国地方整備局事業評価監視委員会規則「参考資料－１－１」の第３条６に基づき、 互選により 

上田委員が委員長に選出された。  

 

■上田委員長が山中委員を委員長代理に指名した。 

  

■令和７年度の委員会の進め方について、事務局（案）が了承された。  

（上記について、事務局から「資料－３－１～３－３」により説明）  

 

■報告案件  

・小見野々ダム再生事業 

・山鳥坂ダム建設事業 

（上記について、事務局から「資料－４」により説明） 

 

○委員長  

２件のダム事業についてご報告いただいたが、委員の皆様からご質問等はないか。 

では、私から１件よろしいか。2件目の山鳥坂ダムの浸水域の図を見て、左側が事業実施前、右側 

が事業実施後として見ると、河川の下流は確かに浸水が解消されているが、上流では浸水が残って

いる。そこは、別途河川整備事業で対応したいという説明だったと思うが、よく見ると、表示の問題

だけなのかも分からないが、何となく事業実施後の方が上流の浸水域の色が少し濃くなっているよ

うにも見える。これは、事業を実施することで、浸水の程度が少し大きくなっているということか。 

 

○事務局 

左側の図で、浸水深 5m以上の紫色となっているところが、右側の図では、紫色がほとんど無く

なり青色になっており、事業前に比べて事業後では、浸水深さが浅くなっている。 

 

○委員長 

 多少なりとも、改善されているということか。承知した。ちょっと見た感じ、紫色が少し見にくく、実

施後の方が青色の範囲が広がっているように見えたので確認した。 

 

○事務局 

着色を、もう少し分かりやすく修正する。 

 

○委員長 

 基本的には上流の方も、多少は抑制効果が期待できるということか。 

 

○事務局 

 ダムについては、ダム直下より肱川下流全川の水位を下げるので、間違いなく効果はある。あと

は、河川整備と河道掘削の進捗状況の関係で、ダム完成時にはまだ浸水を防げていないところに、

浸水エリアのグラデーションがついているということである。最終的に、浸水エリアを無くしていくこ

とで事業を進めている。 



 

○委員長 

承知した。 

他委員の皆さんからその他ご質問はあるか。 

 

○委員 

  この画面だが、整備計画河道未整備の状態、すなわち完成の堤防整備等をしないままでも、山鳥

坂ダムが出来て洪水の流量調整をすることで、氾濫域が減少するということか。 

 

○事務局 

図面右下に、山鳥坂の建設事業完了時点での河道整備の状況とあり、令和 14年時点の河道整備

状況となっている。特に東大洲地区と書かれているあたりは、堤防整備はすでに完了し、残りは河道

掘削のみである。上流の青の着色のあたりは、まだ堤防整備が不十分であることや河道掘削の必要

性もあるので浸水エリアが残っている。整備計画河道未整備ではなくて、まだ、整備計画河道が未完

成という途中の段階での事業効果となっている。 

 

○委員 

 承知した。そうすると、肱川流域の治水ということで考えると、山鳥坂ダムの建設による洪水流の

減少と、河川の堤防整備等も含めて総合的に考えていて、山鳥坂ダムはその大部分か一部かの役割

を果たしているという理解でよいか。 

 

○事務局 

 その通りである。 

 

○委員 

承知した。それと小見野々ダムの方であるが、事業が前回の再評価から３年間事業が進んでいな

いと理解できるが、実際、事業は進んでいるということで良いか。調査検討を現在行っていて、工事

等は進んでいないということで良いか。 

 

○事務局 

 ご指摘の通りである。今は、工事着手前の検討段階である。現地で地質などの調査や検討を進め

ている。 

 

○委員 

 地元自治体、徳島県からの意見では、早く計画の全体像を教えてほしい。途中でも教えて欲しいと

いう意見があったが、何が原因で遅れているのか。工事に取りかかれていないということか。 

 

○事務局 

4ページ目をご覧頂きたい。黄色の枠の主な内容というところに、令和 2年から実施計画調査と

書いている。ダムの場合は、実施計画調査を終えてから、もう一回、調査結果を踏まえ、建設段階に

移行する。実施計画調査と建設段階という二段階あり、建設段階に進まないと着工はしない。 

今は、実施計画調査の段階であり、現地で着工をしていないということで、３年ごとに再評価をす

ることになっている。 

 

○委員 

 承知した。そうすると工程的には予定通りで着実に前に進んでいると理解して良いか。 

 

○事務局 

 調査検討は着実に進んでいる。できるだけ早く建設段階に進んでいけるように頑張っているとこ

ろである。 

 



○委員 

 了解。 

 

〇委員長 

他、如何か。 

 

（意見なし） 

 

〇委員長 

以上で、今回の対象案件についての審議をすべて終了とする。委員会のスムーズな進行に当た

り、皆様のご協力に感謝申し上げたい。 

最後に、議事次第 8、その他として全体を通しての意見、運営についての意見でも結構であるが、

委員、事務局含めて何かあるか。 

 

（意見なし） 

 

〇委員長 

それでは議事進行を事務局の方にお返しする 

 

 

以上 


